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1. 以下の空欄を埋めよ．

○（　　　　）（サーチング）問題とは

○ サーチング： （英単語　         　)，探索

○ n個の（　　　　　　　）から，（　　　　）の値を指定して，

それと等しい（　　　　）を持つ（　　　　　　）を選ぶ処理

○キー（英単語　   　)とレコード（英単語　      　）
●レコードとは，（　　　　　　　　）のデータ

●キーとは，レコードの中にある1つの（　　　　　　　）
○探索の表の分類

●（　　　　）な表

一度表を作ると二度と作り替えない

●（　　　　）な表

表を作ったあとでも，レコードの（　　　　），（　　　　）がある

2. 以下の空欄を埋めよ． 
○（　　　　）探索（linear search）
●アルゴリズム
配列，またはリストに並べられたデータを一つ一つ（　　　　　）調べる
●探索の計算量 （　　　　　）
表へのレコードの追加，削除の計算量

追加
（　　　　　）（探索して追加）
削除
（　　　　　）（探索して削除)
●ループの度に列の最後かどうかをチェックしてなくて良くするために（　　　　）というテクニックを使う．探すキーと同じ値を最後の要素の次の位置に追加しておく．
3. 以下の空欄を埋めよ． 

○（　　　　）探索（binary search）
●入力

探索するキーで（　　　　）されたレコードの列

●アイデア

探索するキーと，列の（　　　　）の要素のキーの大小関係で
探索範囲を半減させる

●計算量

探索 　　　（　　　　　）

表への追加 （　　　　　）

削除　　　 （　　　　　）
●その他

線形探索に比べて，（　　　　）の計算量は小さいが，
（　　　　）の計算量が多い

（　　　　）な表への探索に向いているアルゴリズム
4．以下の空欄を埋めよ．
○（　　　　）探索木（binary search tree）

●入力

左の子孫は小さなキー，右の子孫は大きなキーを持つ（　　　　　）
●アイデア

各ノードのキーと探索したいキーを大小比較することで，
探索範囲を（　　　　　　　　）に限定していく

●計算量

探索 平均（　　　　　），最悪（　　　　　）
表への追加  平均（　　　　　），
削除 平均（　　　　　）
●その他

（　　　　）されたデータを（　　　　）していくと木の形が直線的になり，計算量が最悪に近づく
5. 質問や授業に対する要望がある場合は余白を使って自由に書いてください．












